
宋

費

時

代

郎

の

}ま

カ2

き

し

南
朝
の
宋
斉
時
代
の
と
と
を
-
記
し
た
史
書
に
は
、
屡
ミ
(
名
調
的

用
法
と
し
て
の
〉

人
が
役
を
負
指
す
る
代
り
に
納
め
る
錯
そ
の
も
の
を
指
す
場
合
と
、

役
人
が
役
を
負
措
す
る
代
り
に
官
に
納
め
た
鏡
(
の
幾
分
か
〉
を
、

「
郎
」
と
い
う
語
が
出
て
く
る
。
郎
の
語
に
は
役

改
め
て
文
武
官
に
慶
義
の
俸
様
の
一
部
と
し
て
給
す
る
も
の
を
指
す

場
合
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
{
木
斉
時
代
に
お
け
る
こ
う
し
た
郎
の
盛

行
を
時
代
の
流
れ
と
関
連
づ
け
る
際
、
戸
籍
儒
濫
に
よ
る
役
人
減
少

へ
の
劃
策
と
園
庫
の
良
貨
吸
牧
策
と
の
こ
面
が
大
き
く
浮
び
上
っ
て

く
る
。
唱
本
稿
は
そ
う
し
た
観
貼
か
ら
主
と
し
て
斉
時
代
の
郎
を
取
り

①
 

あ
げ
る
。
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越

智

重

明

郎
の
一
般
的
性
格

六
朝
の
官
人
に
は
、
原
則
と
し
て
俸
識
が
支
給
さ
れ
る
。

(
官
職

-39ー

に
よ
っ
て
は
そ
の
俸
鵡
に
職
回
牧
入
を
含
む
ζ

と
が
あ
る
。
)

と
乙

ろ
で
、
官
人
に
は
そ
う
し
た
俸
雄
の
ほ
か
に
役
吏
が
支
給
さ
れ
る
。

と
の
存
在
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
が
、
念
の
た
め
斉
時

代
の
そ
う
し
た
役
吏
に
つ
い
て
の
若
干
の
史
料
を
あ
げ
る
と
、
南
戒
門

書
畠
個
四
十
巴
陵
王
子
倫
俸
に
、

(
永
明
)
十
年
、
遁
北
中
郎
持

・
南
瑛
邪
彰
域
刺
史
二
郡
太
守
。

欝
林
部
位
、
以
南
彰
域
藤
力
優
厚
、
奪
子
倫
輿
中
書
舎
人
碁
母
珍

之
、
更
以
南
蘭
陵
代
之
。

と
あ
る
。
「
雄
力
」

は
俸
鵡
と
力
人
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

南
努
書
各
三
武
帝
本
紀
永
明
七
年
正
月
の
篠
に
、

ま
た
、
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戊
辰
、
詔
目
、
語
大
夫
、
年
秩
隆
重
、
椋
力
殊
薄
。・
:
可
増
俸、

詳
給
見
役
。

と
あ
る
。

官
人
に
給
さ
れ
る
役
吏
は
、

そ
の
性
格
に
陸
じ
て
由
直
、
左
右
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
の
名
で
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
総
括
的
に
憧

と
か
幹
と
か
幹
僅
と
か
債
幹
と
か
吏
僅
と
か
よ
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
第

節
に
引
く
南
斉
書
王
敬
則
俸
に

僅
郎
所
上
、
戚
是
見
直
。

と
る
る
が
、
郎
は
も
と
も
と
幹
偉
た
る
べ
き
も
の
が
服
役
の
代
り
に

差
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
郎
は
元
来
「
め
ぐ
む
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
が
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
よ
う
な
意
味
が
生
じ
た
の
は
、
幹
僅
と

し
て
の
見
役
を
克
ず
る
ζ

と
を
「
恩
恵
」
と
規
定
し
そ
の
代
り
に
銭

を
出
さ
せ
る
と
い
う
考
え
か
た
民
基
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
幹

僅
(
の
役
)
は
雑
使
(
の
役
)
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
唐
時
代
の
番
役

@
 

の
先
.
駆
的
性
格
を
も
っ
。
さ
て
、
郎
が
官
人
に
支
給
さ
れ
た
と
き
、

そ
れ
は
嘗
然
康
義
の
官
織
の
一
部
と
な
る
。
南
淑
月
室
田
谷
三
武
帝
本
紀

永
明
八
年
十
二
月
の
傑
に
、

戊
寅
、
詔
、
尚
書
丞
郎
、
職
事
繁
劇
。
郎
俸
未
優
。
可
量
増
賜
様
。

と
あ
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
「
郎
俸
」
は
そ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、

南
芳
香
容
三
十
四
虞
玩
之
俸
に
、

上
、
患
民
間
欺
巧
。
及
即
位
、
教
玩
之
奥
購
騎
将
軍
傍
堅
意
、
検

定
簿
籍
。
建
元
二
年
、
詔
朝
臣
、
目
、
:
・
玩
之
上
表
目
、
宋
元
嘉

(七
〉
?

二
十
七
年
、
八
保
取
人
、
孝
建
元
年
書
籍
、
衆
巧
之
所
始
也
。
・

自
孝
建
己
来
、
入
勤
者
衆
。
其
中
操
干
支
衛
祉
理
者
、
三
分
殆
無
一

吾。

動
簿
所
領
而
詐
、
注
僻
籍
、
浮
遊
世
要
、
非
官
長
所
拘
録
、

復
震
不
少
。

・:
等
、
物
之
懐
私
、
無
世
不
有
、
宋
末
落
紐
、

此
巧

ア
ゲ
テ

尤
多
。
又
将
位
既
衆
。
奉
郎
震
様
、
貫
潤
甚
徴
。
而
人
領
数
高。

如
此
二
保
、
天
下
合
役
之
身
、

己
接
其
太
牢
(
三
分
の
二
)
突
。
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と
あ
る
。

「
将
位
既
衆
」
は
動
簿
に
記
載
さ
れ
た
軍
動
の
程
度
に
謄

じ
吏
部
尚
書
か
ら
品
官
と
し
て
の
武
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
が
数
多

く
い
る
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
。

「
翠
郎
矯
棟
、
買
潤
甚
徴
。
而
人
領

数
首
問
」
は
、
政
府
が
そ
う
し
た
数
多
く
の
武
将
に
謝
し
て
郎
だ
け
を

奥
え
る
ζ
と
に
し
た
。
そ
う
し
た
諸
武
将
に
と
っ
て
は
郎
だ
け
が
鵡

〈

H

「
俸
帳
乙
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
貫
際
の
潤
は
そ
れ
ぞ
れ
の
品

官
本
来
の
潤
に
比
べ
て
甚
だ
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
人
ご
と
に
郎
銭

③
 

数
世
間
を
受
け
て
い
る
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
な
お
、
右
の
上
表
ご

ろ
米
一
石
が
普
通
百
徐
銭
・で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
梁
書
各
四
十
九

鍾
燦
俸
に
、
梁
初
(
天
監
七
年
の
改
革
以
前
〉
の
鍾
蝶
の
上
言
を
の



せ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、

若
吏
姓
寒
人
、
蕗
極
其
門
品
。
不
嘗
国
軍
(
勅
〉
、
途
濫
清
蔽
。
若

僑
雑
信
楚
、
躍
在
絞
撫
。
正
宜
巌
断
鵡
力
、
紹
其
妨
正
、
直
乞
虚

駒
市
己
。

と
あ
る
。

と
れ
は
虚
脱
将
軍
〈
そ
の
他
の
虚
蹴
の
官
〉
に
は
幹
優
な

り
郎
な
り
そ
奥
え
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

か
し
そ
の
成
果
は
明
ら
か
で
な
い
。

郎
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
著

書
容
七
十
八
孔
検
停
に
、

戚
和
八
年
、
詔
目
、
尚
書
令
(
陸
)
玩
左
僕
射
(
孔
〉
情
、
並
惜

居
官
衣
、
鵡
不
代
耕
。
端
右
任
重
。
先
朝
所
崇
。
其
給
玩
親
信
三

十
人
倫
二
十
人
菓
賜
。
愉
上
疏
固
譲
J
蜜
詔
不
許
。
重
表
目
、
・
:

巨
等
不
能
賛
揚
大
化
、
糾
明
刑
政
。
而
倫
安
高
位
、
横
受
寵
給
。

無
徳
市
棟
、
挟
必
及
之
。
不
敢
横
受
殊
施
、
以
重
罪
戻
。
従
之
。

と
あ
る
の
が
始
め
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
明
確
化
し
、
か
つ
大
き

い
政
治
問
題
、
佐
倉
問
題
に
な
る
の
は
、
攻
節
以
下
で
述
べ
る
よ
う
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に
宋
斉
時
代
、
と
く
に
斉
時
代
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
幹
憧
な
り
郎
な
り
を
給
さ
れ
る
官
人
の
範
圏
で
あ
る
が
、

そ
の
最
低
は
第
九
品
官
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
南

斉
書
巻
四
十
六
顧
憲
之
俸
に
、
顧
憲
之
の
議
を
の
せ
、
そ
の
な
か
に
、

俗
諺
一声、

曾
稽
打
鼓
遺
郎
、
奥
輿
歩
調
令
史
。
曾
稽
奮
稽
沃
襲
。

し

今
猶
若
此
。
呉
興
本
是
婿
土
。
事
在
可
知
。

云
云
。

と
あ
る
。
「
曾
稽
打
鼓
迭
郎
、
畏
輿
歩
掘
令
史
。
」
は
、
豊
か
な
合
同

稽
郡
で
は
幹
僅
の
役
を
負
措
す
べ
き
も
の
が
現
買
に
は
郎
を
還
っ
て

そ
の
役
を
克
か
れ
、
一
方
賓
し
い
臭
輿
郡
で
は
現
買
に
幹
憧
の
役
を

負
措
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら

(
一
)
嘗
時、

現
賓
の
幹
偉
の
役
に
現
銭
を
納
め
て
克
か
れ
る
場
合
と
そ
の
現
銭
が

な
い
た
め
に
貫
役
に
服
し
た
場
合
と
の
あ
る
の
が
知
ら
れ
る
。

-41-

ま

た、

つ
一
)
幹
一
億
支
給
の
封
象
と
な
る
官
が
少
な
く
と
も
原
則
的
に

令
史
に
ま
で
も
及
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
令
史
は
嘗
時
、
庶
出
身

者
が
就
く
べ
き
勲
位
で
あ
る
。
令
史
の
最
高
は
動
位
と
し
て
の
第
八

品
官
で
あ
り
、
低
い
方
に
は
動
位
と
し
て
の
第
九
品
官
に
績
く
六
品

動
位
が
あ
る
(
六
品
勲
位
は
品
官
で
は
な
い
が
職
金
?で
も
な
い
。

種
の
濁
特
の
も
の
で
あ
る
)
。

六
口
問
動
位
に
給
吏

(H
幹
僅
〉
が
給
'

さ
れ
た
事
例
は
見
嘗
ら
な
い
が
勅
位
た
る
第
九
品
官
に
給
吏

(H
幹

偉
〉
の
存
し
た
事
例
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
運
典
省
二
十
二
戦
官
四

歴
代
都
事
主
事
令
史
の
項
に
、

膏
宋
蘭
華
寺
正
書
令
史
、
雄
行
文
書
、
皆
有
品
秩
。
朱
衣
執
板
。
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給
害
健
。
・
:
梁
陳
輿
畜
宋
向
。

と
あ
る
。
音
の
蘭
蓋
寺
の
令
史
は
正
令
史
、
書
令
史
と
も
に
第
九
口
問

官
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
惰
書
容
二
十
四
食
貨
志
に
、
東
音
時
代
以
後
の
こ
と

を
述
。
へ
、

都
下
人
、
多
矯
諸
王
公
貴
人
左
右
佃
客
典
計
衣
食
客
之
類
。
皆
無

謀
役

と
あ
る
。
右
の
「
左
右
」
は
幹
僅
の
一
種
で
あ
る
。
首
時
諸
王
公
貴

人
の
下
限
は
第
六
ロ
悶
官
で
あ
る
が
、

そ
う
す
る
と
右
の
左
右
支
給
の

封
象
と
な
る
官
は
一
躍
第
六
口
問
官
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
さ
き
に
あ
げ
た
幹
憧
(
な
り
そ
の
代
り
と
し
て
の
郎
な
り
)
を
支

給
さ
れ
る
官
の
下
限
と
は
自
ら
異
な
る
。
蓋
し
首
時
に
お
い
て
も
唐

時
代
の
番
役
の
場
合
と
同
様
、
官
人
の
性
格
な
ど
に
よ
っ
て
そ
れ
に

給
さ
れ
る
幹
債
の
名
稿
、
内
容
、
支
給
さ
れ
る
官
の
下
限
な
と
に
相

違
が
あ
り
そ
れ
が
さ
き
の
相
違
と
し
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
ゐ

な
お
、
宋
書
谷
八
十
五
王
景
文
俸
に

(
前
略
〉
上
詔
答
目
、

-
:
今
既
省
録
(
尚
書
事
)
。

(
尚
書
)
令

使
居
土
日
之
録
任
。
置
省
事
及
幹
債
、
誼
依
藤
格
。
云
云
。

と
あ
る
が
、
幹
億
な
り
郎
な
り
を
治
さ
れ
る
際
、
そ
こ
に
は
嘗
然
の

と
と
と
し
て
一
定
の
基
準
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
考
察
し
た
の
は
官
人
を
中
心
と
し
た
そ
れ
と
幹
億
(
郎
)
と

エ
キ
沙
ン

の
閥
係
で
あ
る
。
官
人
に
給
さ
れ
る
役
人
は
幹
一
憧
だ
け
で
あ
る
が
、

逆
に
役
人
と
し
て
の
幹
僅
が
官
人
に
給
さ
れ
る
も
の
だ
け
を
指
す
と

は
い
え
な
い
。
他
に
官
臆
に
給
さ
れ
る
も
の
と
、
治
水
な
ど
に
服
す

る
も
の
と
が
あ
る
。
官
聴
に
給
さ
れ
る
幹
一
憧
の
例
を
あ
げ
る
と
、
南

斉
書
名
九
誼
志
一
に

永
明
二
年
、
太
子
歩
兵
校
尉
伏
量
容
、
表
定
雄
集
。
於
是
、
詔
尚

書
令
王
倹
、
制
定
新
盟
。
立
治
謹
祭
忽
一
土
及
職
局
、
置
蓄
率
四
人

新
皐
六
人
正
書
令
史
各
一
人
幹
一
人
。

秘
書
省
差
能
書
弟
子
二
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人
。
困
集
前
代
、
撰
治
五
職
。
吉
凶
賓
軍
嘉
也
。

と
あ
り
、
梁
書
轡
二
十
一
江
荷
停
に
、

(
徐
〉
葺
矯
吏
部
郎
。
坐
杖
曹
中
幹
、
克
官
。

と
あ
る
。
こ
う
し
た
幹
は
幹
憧
の
こ
と
で
あ
る
。
治
水
な
ど
に
服
す

る
幹
置
の
役
は
第
二
節
と
第
三
節
と
で
取
り
あ
げ
る
。
郎
は
以
上
瞥

見
し
た
役
に
出
る
べ
き
役
人
が
役
に
出
る
代
り
に
納
め
た
錯
を
指
す

ζ
と
と
、
官
か
ら
官
人
に
給
さ
れ
る
(
幹
僅
の
代
り
と
し
て
の
)
銭

を
指
す
こ
と
と
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
(
た
だ
し
、
役
人
が
そ
の
自
由

意
志
で
銭
を
納
め
て
役
に
出
る
代
り
と
な
し
え
た
か
ど
う
か
は
必
ら



⑤
 

ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
〉

戸
籍
儲
濫
の
盛
行
と
幹
僅

貌
晋
時
代
の
戸
籍
制
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
戸
籍
は
戸
の
政
治
的

身
分
に
よ
っ
て
土
籍
そ
の
他
に
直
則
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
宋
の

孝
建
元
年
こ
う
し
た
戸
籍
制
度
が
鹿
止
さ
れ
、
全
国
民
が
単
一
一
今
等

の
戸
籍
に
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ζ

で
は
戸
籍
制
度
上
、
戸

の
構
成
員
の
政
治
的
身
分
と
し
て
の
士
は
口
問
官
に
就
く
ζ

と
に
よ
っ

つ
ま
り
奮
来
の
土
庶
の
匿
別
は
箪

て
獲
得
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

に
世
曾
的
身
分
と
し
て
残
る
だ
け
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て

も
嘗
来
の
土
つ
ま
り
嘗
時
世
曾
的
身
分
が
土
の
も
の
は
、
通
常
、
上

級
土
人
に
あ
っ
て
は
第
六
口
問
官
以
上
、
下
級
土
人
に
あ
っ
て
は
第
七

-
入
・

九
ロ
聞
の
清
官
に
就
く
べ
き
で
あ
り
、
奮
来
の
庶
つ
ま
り
賞
時

世
曾
的
身
分
が
庶
の
も
の
は
遁
常
第
七
日
間
以
下
の
濁
官
(
二
品
動
位

@
 

以
下
)
に
就
く
べ
き
で
あ

っ
た。

と
こ
ろ
で
、
新
戸
籍
制
度
に
な
る
と
枇
曾
的
身
分
が
庶
の
も
の
が

戸
籍
の
注
を
傭
っ
て
土
に
な
っ
た
と
稽
し
、
以
て
役
を
克
が
れ
る
こ
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と
が
多
く
な
っ
た
。
第
一
節
で
取
り
あ
げ
た
虞
玩
之
の
上
表
か
ら
、

本
来
役
人
た
る
べ
き
も
の
〈
つ
ま
り
吐
曾
的
身
分
が
庶
の
も
の
)
の

2
一3
が
軍
勅
に
よ
っ
て
役
を
菟
か
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
そ
の
う
ち

の
約

2
一3

が
儒
り
の
寧
動
に
よ
っ
て
役
を
売
か
れ
て
い
る
ζ

と
が

わ
か
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
来
役
人
た
る
べ
き
恥
も
の
で
、備
り
の
軍
勤

『‘
N

N

A

F

J

に
よ
っ
て
役
を
克
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
は
一
l
l
×
1
H
l
-

f
ω
ω

山

W
L

つ
ま
り
本
来
役
人
た
る
べ
き
も
の
の
約
半
数
は
戸
籍
の
注
を
偶
っ
て

と
れ
は
斉
初
、
建
元
二
年

品
官
H
土
と
な
っ
て
い
た
ζ

と
に
な
る
。

斉
一
代
-
を
通
じ
て
同
様
で
あ
っ
た
と
し
て
よ

い
。
乙
う
し
た
土
に
あ
っ
て
も
そ
の
近
親
に
克
役
植
が
輿
え
ら
れ
て

い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
以
上
瞥
見
し
た
よ
う
な
挟
態
で
は
役

か
つ
て
土

の
ζ

と
で
あ
る
が
、
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人
が
少
な
く
て
園
政
運
営
に
も
差
支
え
る
乙
と
に
な
る
。

籍
が
正
常
な
形
で
存
在
し
て
い
た
時
代
で
は
、
世
襲
的
に
政
治
的
支

配
者
唐
を
構
成
し
た
品
官
H
土
の
唐
が
役
の
封
象
と
な
る
ζ

と
は
夢

想
さ
え
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
(
嘗
時
戸
籍
偶
濫
は
殆
ん
ど
な
か

①
 

っ
た
J

し
か
し
土
籍
が
鹿
止
さ
れ
戸
籍
儒
濫
を
行
っ
て
品
官
H
土

に
な
っ
た
と
帯
す
る
も
の
が
数
多
く
な
り
、
国
政
運
営
に
も
差
支
え

る
よ
う
に
な
る
と
、
彼
ら
を
も
封
象
と
す
る
役
が
不
可
避
的
に
生
ず

べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
庶
の
戸
籍
偶
濫
に
あ
っ
て
も
、
む
や
み

に
高
官
口
問
に
就
い
た
と
僑
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に
は

第
七
・
八
・
九
品
中
の
勅
位
に
就
い
た
と
僑
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
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ぅ。

ζ

う
し
た
こ
と
と
、
第
七
品
官
以
下
が
一
面
で
政
治
的
被
支
配

@
 

者
層
に
お
し
さ
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
大
勢
と
が
か
ら
み
あ

っ
て
、
そ
こ

に
第
七
・
八
・
九
品
に
就
い
た
も
の
を
も
何
ら
か
の
形
で
そ
の
謝
象

と
す
る
新
ら
し
い
役
制
の
生
ず
べ
き
が
怒
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以

下
そ
れ
を
取
り
あ
げ
る
。

通
奥
島
恒
三
食
貨
三
郷
黛
の
項
に

(
沈
〉
約
上
言
日
、
:
:
:
按
、
宋
元
嘉
二
十
七
年
、
始
以
七
保
徴

載
。
既
立
此
科
、
笥
有
廻
避
、
姦
偶
互
起
、
歳
月
滋
庭
、
以
至
於

務
用
。
於
是
、
東
堂
校
籍
、
置
郎
令
史
、
以
掌
之
。
而
簿
籍
於
此
大

壊
突
。
凡
粗
有
衣
食
者
、
莫
不
互
相
因
依
、
競
行
姦
貨
、
落
除
卑

注
、
更
書
新
籍
。
遇
官
祭
爵
、
随
意
高
下
。
以
新
換
故
、

不
過
用

一
高
許
銭
。
昨
日
卑
徴
、
今
日
仕
伍
。
:
・臣
謂
、
宋
斉
二
代
、

庶
不
分
、
雑
役
減
閥
、
職
由
於
此
。
・
:
臣
又
以
局
、
巧
儒
既
多
、

並
穂
人
士
百
役
不
及
。
高
臥
私
門
、
致
公
私
闘
乏
、
是
事
不
象
。

:z:; 
:z:; 。

と
あ
る
。
洗
約
の
こ
の
上
言
は
、
梁
初
期
の
い
わ
ゆ
る
天
監
の
改
革

よ
り
ま
え
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宋
の
元
嘉
二
十
七
年
に
七
傑

そ
以
て
徴
遊
し
た
と
い
う
の
は
、
元
嘉
二
十
七
年
に
庶
を
徴
費
し
た

際
、
南
充
州
に
お
い
て
六
箇
傑
の
ロ
間
官
を
あ
げ
、
父
、
租
、
伯
、
叔
、

兄
、
弟
が
そ
の
六
箇
傑
の
口
問
官
の
ど
れ
か
に
就
い
て
い
る
か
、
あ
る

い
は
か
つ
て
就
い
た
こ
と
が
あ
る
か
す
れ
ば
徴
裂
を
克
じ
、
そ
れ
ら

に
該
嘗
し
な
い
残
り
の
も
の
を
徴
費
す
べ
き
を
示
し
、

@
 

貰
行
し
た
の
を
指
す
。

か
っ
そ
れ
を

「
雑
役
」
は
幹
優
の
役
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
ζ

で
注
目
す
べ
き
は
「
巧
偶
既
多
、
並
稽
人
土
百
役
不
及
。
高

右
の

臥
私
門
、
致
公
私
闘
乏
、

是
事
不
患
。
」
と
あ
る
記
事
で
あ
る。

乙
の

⑮
 

際
の
人
土
は
第
六
口問
官
以
上
に
就
い
た
人
を
指
す
。
そ
う
し
た
人
士

が

「
百
役
不
及
L

で
あ
る
、

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
嘗
時
第
六
品
官

以
上
に
す
べ
て
の
役
が
か
か
ら
な
い
の
を
意
味
す
る
。
訪
約
が
第
九
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口
問
官
以
上
に
就
い
た
と
儒

っ
た
場
合
と
そ
の
な
か
で
と
く
に
第
六
品

官
以
上
に
就
い
た
と
傭

っ
た
場
合
を
冨
別
し
、
後
者
の
場
合

(
始
め

土

て
)
す
べ
て
の
役
が
か
か
ら
な
い
と
い
っ
て

い
る
こ
と
は
、
首
時
第

七
・
八
・
九
品
官
が
何
ら
か
の
形
で
役
の
封
象
と
な
っ
て

い
た
の
を

示
唆
し
よ
う
。

な
お
、

宋
書
昌
也
八
十
二
洗
懐
文
停
に
、
大
明
五
年
の
こ
と
と
し
て
、

上
又
壊
諸
郡
土
族
、
以
充
終
吏
。
並
不
服
役
。
至
悉
逃
亡
。
加
以

巌
制
、
不
能
禁
。
乃
改
用
軍
法
、
得
使
斬
之
。
莫
不
奔
嵐
山
湖
、

衆
矯
盗
賊
。
懐
文
又
以
馬
言
。

と
あ
る
。
親
蓄
倉
九
十
七
島
夷
劉
裕
停
に
は
、
同
一
の
こ
と
を
、



是
歳
、
凡
諸
郡
士
族
婚
宜
貼
雑
者
、
悉
瓢
矯
将
吏
。

怨
、
並
不
服
役
。
逃
鼠
山
湖
、
家
震
窟
盗
。
侍
中
洗
懐
文
苦
諌
、

而
人
情
驚

不
納
。

と
記
し
て
い
る
。
大
明
五
年
は
新
戸
籍
制
度
が
生
じ
た
孝
建
元
年
か

ら
七
年
目
で
あ
る
。
右
は
か

つ
て
士
籍
に
あ
っ
た
士
族
の
う
ち
新
政

治
憧
制
か
ら
見
て
士
た
る
「
資
格
」
の
な
い
も
の
(
つ
ま
り
政
治
的

身
分
が
庶
で
あ
る
も
の
〉
を
将
吏
役
に
徴
費
し
た
が
、
そ
の
た
め
に

大
き
い
困
難
が
生
じ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
持
吏
役
は
恐
ら
く
幹
僅

H
雑
役
の
一
種
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
推
定
の
嘗
否
は
と
に
か
く
、
新

戸
籍
制
度
が
で
き
て
か
ら
七
年
も
た
つ
の
に
、
か
つ
て
の
士
族
が
た

と
え
論
落
し
て
い
て
も
役
の
封
象
と
な
る
の
を
極
め
て
不
嘗
と
し
た

と
い
う
と
と
は
、
嘗
戸
籍
制
度
下
に
あ
っ
て
は
土
籍
に
あ
る
も
の
を

ど
の
よ
う
な
形
に
お
い
て
も
役
の
封
象
と
な
し
え
な
か
っ
た
の
を
察

せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
.
そ
う
す
る
と
、
第
七
・
八
・
九
品
官
を
〈
何

ら
か
の
形
で
〉
役
の
封
象
と
す
る
こ
と
は
、
宋
中
期
、
孝
建
元
年
に

新
戸
籍
制
度
が
で
き
て
か
ら
(
か
な
り
た
っ
て
)
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
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第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
斉
の
永
明
二
年
第
七
・
八
・
九
品
官

を
封
象
と
す
る
幹
置
の
役
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
斉
の
永
明
二

年
は
宋
の
孝
建
元
年
か
ら
三
十
年
自
に
あ
た
る
。
た
だ
し
品
官
の
幹

一
億
の
役
は
、
貰
役
に
服
す
る
の
を
意
味
せ
ず
、
郎
を
納
め
て
そ
れ
に

代
え
た
も
の
と
し
て

r

よ
か
ろ
う
。

大
丈
り
に
い
ト
ワ
と、

新
戸
籍
制
度

下
、
も
と
も
と
庶
出
身
で
第
七
品
以
下
の
勅
位
に
就
い
て
土
と
な
っ

た
も
の
及
び
そ
う
し
た
土
で
あ
る
と
儒
る
も
の
の
合
計
数
に
比
べ

る

と
司
か

つ
て
土
籍
に
附
さ
れ
て
い
た
下
級
土
人
の
子
孫
で
第
七
品
以

下
の
(
清
官
た
る
〉
品
官
に
就
い
て
土
と
な

っ
た
も
の
の
数
は
と
る

@
 

に
足
り
な
い
。
も
と
も
と
庶
で
第
七
品
以
下
の
勤
位
に
就
い
た
も
の

は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
富
裕
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
彼
ら
に
と

っ
て
幹

-45-

信
の
役
に
郎
を
納
め
る
形
で
服
す
る
の
は
別
に
苦
し
い
と
と
で
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
は
と
う
し
た
援
態
に
引
き
ず
ら
れ
て
、

か
つ
て
士
籍
に
附
さ
れ
て
い
た
下
級
土
人
、
そ
の
子
孫
で
第
七
口
問
官

以
下
に
就
い
た
も
の
が
郎
を
納
め
る
と
と
も
い
つ
し
か
普
遁
の
こ
と

と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
南
史
容
三
十
七
沈
慶
之
俸
に
、

給
郎
吏
五
十
人
。

と
あ
る
。

ζ

の
郎
吏
は
幹
偉
そ
指
し
て
い
る
。

国
家
財
政
の
運
営
と
郎
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本
節
で
は
、
斉
の
武
帝
時
代
を
中
心
に
、
間
家
財
政
の
運
営
に
か

ら
む
通
貨
問
題
と
い
う
観
貼
か
ら
郎
制
を
検
討
す
る
。

良
貨
リ
古
銭
が
不
足
し
て
い
た
貫
情
に
つ
い
て
は
、

@
 

す
で
に
屡
ヒ
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
不
足
は
一
臆
、
圏
内
の
総
額

宋
費
時
代
、

の
不
足
と
民
間
で
の
極
端
な
不
足
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
郎
は
民
間
の
良
貨
H
古
銭
を
政
府
に
吸
い
あ

げ
る
機
能
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
政
府
が
民
間
の
良
貨

南
斉
蓄
倉
三
武

リ
古
銭
を
吸
い
あ
げ
た
質
情
の
一
端
を
窺
う
と
、

帝
本
紀
永
明
四
年
五
月
の
傑
に

美
己
、
詔
、
揚
南
徐
二
州
、
今
年
戸
租
、
一
二
分
二
取
見
布
、

取
銭
。
来
歳
以
後
、
遠
近
諸
州
輸
銭
慮

百
、
依
醤
折
半
、
以
篤
永
制
。

匹
准
四

並
減
布
直
、

と
あ
る
。
と
れ
は
、
南
斉
蓄
倉
四
十
寛
陵
文
宣
王
子
良
俸
に
、

と
れ

を
概
言
し
て
、
「
詔
、
折
租
布
、
二
分
取
銭
。
」
と
あ
る
の
と
あ
わ
せ

考
え
、
永
明
四
年
に
は
揚
南
徐
二
州
の
戸
租
は
布
に
折
し
、
そ
の
2

一3
を
現
買
に
布
で
と
り
、

1
一3
を
銭
で
と
れ
。
永
明
五
年
以
後
は
、

遠
近
の
諸
州
の
う
ち
租
と
し
て
銭
を
輸
す
る
と
こ
ろ
は
、
奮
来
の
よ

う
に
そ
の
租
を
布
に
折
し
、
そ
の
折
租
布
の
1
一2
を
現
買
に
布
で
と

り
1
一2
を
銭
で
と
る
よ
う
に
せ
よ
。
た
だ
折
租
布
を
銭
で
納
め
さ
せ

そ
の
布
の
直
を
減
じ
て
一
匹
四
百
銭
と
せ
よ
。
こ
の
制
は
永

⑬
 

明
五
年
以
後
永
一
制
と
せ
よ
。
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
く
て
、
首

る
際
、

時
租
も
亦
往
E
銭
納
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
そ
の
基
準
と

な
る
銅
銭
で
あ
る
が
、
南
斉
書
寛
陵
文
宣
王
子
良
停
に
、
「
詔
、
折

租
布
、
二
分
取
銭
。
」
と
あ
る
の
に
績
い
て
、

子
良
又
啓
日
、
・
:
又
、
泉
鋳
歳
還
、
類
多
璃
撃
。
江
東
大
銭
十
不

在
一
。
公
家
所
受
、
必
須
輪
郭
。
遂
買
本
一
千
、
加
子
七
百
。
猶

求
請
無
地
、
種
革
相
績
。
尋
完
者
属
用
、
甑
不
粂
雨
。
回
復
遷

ズ

質
、
曾
非
委
積
。
徒
令
小
民
毎
嬰
困
苦
。
云
云
。
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ハ、
ノJ

と
れ
は
銭
納
の
際
の
銅
銭
が
良
貨
H
古
銭
を
基
準
と
し
た

と
あ
る
。

の
を
物
語
っ
て
い
る
。

ζ
ζ

で
注
目
す
べ
き
は
銭
納
さ
せ
る
際
の
布

の
債
額
と
現
賓
の
償
額
と
に
大
き
い
差
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
南
努
書
鼻
咽
二
十
六
王
敬
則
俸
に
、
永
明
二
年
の
寛
陵
王
子

良
の
啓
を
の
せ
て
い
る

そ
の
な
か
に

士
日
畜
民
初
遁
、
江
左
草
創
、
絹
布
所
直
、
十
倍
於
今
。

少
、
因
時
矯
減
。
永
初
中
、
官
布
一
匹
直
銭
一
千
。

賦

調

多

而
民
間
所

輪
、
聴
矯
九
百
。
漸
及
元
嘉
、
物
恒
輔
賭
。
私
貨
則
束
直
六
千
。

官
受
則
匹
准
五
百
。
所
以
毎
欲
優
民
、
必
矯
降
落
。
今
入
官
好

布
、
匹
堪
百
絵
。
其
四
民
所
迭
、
猶
依
警
制
。
昔
矯
刻
上
、
今
矯



刻
下
。
堤
庶
空
像
、
量
不
由
之
。
救
民
極
弊
、
真
過
減
賦
。
云
云
@

と
あ
る
。
「
束
直
六
千
」
は
布
十
匹
で
六
千
鐘
と
い
う
こ
と
で
あ

る。

ζ

こ
に
見
え
る
絹
布
の
債
額
が
良
貨
H
古
銭
を
基
準
と
し
て
の

債
額
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ζ

の
記
事
は
(
い
ま
ま
で
論

じ
て
き
た
布
が
絹
布
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
だ
け
で
な
く
)
鐘
納
の

際
の
布
一
匹
の
直
が
四
百
錬
な
り
五
百
銭
な
り
で
あ
る
こ
と
が
過
酷

の
「
賦
税
」
、
を
意
味
す
る
こ
と
を
詮
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
察

は
、
嘗
時
中
央
政
府
の
良
貨
H
古
銭
吸
い
あ
げ
が
盛
に
行
わ
れ
て
い

た
の
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
。

右
に
瞥
見
し
た
よ
う
な
不
首
な
吸
い
あ
げ
は
嘗
然
民
間
の
反
抗
を

い
ま
そ
の
一
端
を
永
明
四
年
正
月
に
起

っ
た
麿
寓
之
の
凱
に
見
て
み
よ
う

c

南
史
谷
七
十
七
茄
法
亮
俸
に
、

ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る
。

(
目
文
度
〉
又
啓
上
、
籍
被
却
者
、
悉
充
遠
成
。
百
姓
嵯
怨
、
或

逃
亡
避
答
。
富
陽
人
唐
寓
之
因
此
楽
黛
矯
乱
。
鼓
行
而
東
。
乃
於

銭
唐
牒
僧
親
、
以
新
城
成
魚
偶
宮
、
以
鐘
唐
牒
矯
偶
太
子
宮
、
置

百
官
、
皆
備
。
三
呉
却
籍
者
奔
之
、
衆
至
三
寓
。
嬬
稽
奥
圏
、
儒

年
蹴
輿
卒
。
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と
あ
る
。
唐
寓
之
の
嵐
は
通
常
検
籍
が
腰
格
で
あ
っ
た
た
め
起
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
鏡
納
の
苛
酷
さ
が
大
き
く
機
能
し
て
い

た
の
は
こ
れ
を
無
視
す
る
ζ

と
が
で
き
な
い
，

い
ま
そ
の
様
態
を
瞥

ま
ず
‘
南
斉
書
省
二
十
二
議
章
文
献
王
俸
に
、

(
永
明
)
四
年
、
唐
寓
之
賊
起
。
啓
上
回
、
・
:
湾
有
天
下
、
歳
月

未
久
。
津
泊
蔦
民
、
其
貰
禾
多
。
百
姓
侍
険
懐
悪
者
衆
。
陛
下
曲

垂
流
愛
、
毎
存
優
旨
。
但
頃
小
大
士
庶
。
毎
以
小
利
奉
公
、
不
顧

所
損
者
大
。
撞
籍
、
検
工
巧
、
督
郎
、
筒
小
塘
、
臓
丁
匿
口
。
九

諸

傑

制

、

貫

長

怨

府

。

非

天

下

大

計

。

見
し
よ
う
。

此
目
前
交
利
、

中
、
尚
不
可
精
。
寓
宙
之
内
、
何
可
周
親
。
公
家
何
嘗
不
知
民
多

歎
巧
。
古
今
政
、
以
不
可
細
帯
。
故
不
震
此
、
賓
非
一
布
理
。
但
識

一
室
之
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理
者
、
百
不
有
一
。
陛
下
弟
見
大
臣
、
猫
不
皆
能
伏
理
。
況
復
天

下
、
悠
悠
寓
品
。
怨
積
緊
黛
、
兇
迷
相
類
、
止
於
一
虎
、
何
足
不

除
。
脱
復
多
所
、
使
成
転
結
。
久
欲
上
啓
。
閑
侍
無
因
。
謹
陳
愚

管
@
伏
願
特
留
一
珊
思
。
上
答
目
、
欺
巧
那
可
容
。
宋
世
混
凱
、
以

矯
是
不
。
蚊
蟻
何
足
魚
憂
。
己
矯
義
勇
肝
破
。
官
軍
昨
至
。
今
都

塵
散
滅
。
吾
政
恨
其
不
排
大
耳
。
亦
何
時
無
亡
命
邪
。

と
あ
る
。

「
督
郎
」
と
「
筒
小
塘
」
と
は
、
南
者
だ
け
の
閥
係
に
お

い
て
は
南
者
を
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
が
、

「
撞
籍
」

と
「
検
工
巧
」
と
は
一

つ
の
も
の
と
す
る
の
が
隠
嘗
で
あ
る
。

r、
そ

う
す
る
と
「
工
巧
」
は
戸
籍
の
注
の
た
く
み
な
ご
ま
か
し
と
い
う
こ
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と
に
な
る
。
)

「
督
郎
」
と
「
筒
小
塘
」
と
は
「
撞
籍
検

か
く
て

工
巧
」
と
封
句
を
な
す
も
の
と
し
て
、
同
一
の
事
項
を
述
べ
た
も
の

と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、

「
購
丁
匿
口
」
の
上
に
は
、
厳
重
に

(
購
丁
匿
口
を
)
取
締
っ
た
、
と
い
っ
た
旨
の
文
字
が
脱
落
し
て
い

「
撞
籍
検
工
巧
」
と
「
戴
丁
匿
口
(
を
取
締

と
が
直
接
的
に
検
籍
を
巌
格
に
す
る
こ
と
そ
意
味
す
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
?
唐
寓
之
の
凱
が
起
っ
た
と
き
、
珠
章
玉
泉

が
、
〈
暗
々
裏
に
〉
そ
れ
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
と
し
て
、
右
の
ほ
か
に

「
督
郎
筒
小
塘
」
を
あ
げ
て
い
る
ζ

と
は
、
唐
寓
之
の
凱
の
背
景
と

る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

る
こ
と
と

し
て
塘
郎
の
あ
っ
た
の
を
察
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

(
右
の
議
章
王

疑
の
啓
は
そ
の
詔
答
か
ら
見
て
も
、
す
べ
て
唐
宙
開
之
の
既
に
聞
し
た

も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
J

さ
て
南
寵
門
書
袋
二
十
六
王
敬
則
俸
に

曾
土
逸
帯
湖
海
。
民
丁
無
土
庶
皆
保
塘
役
。

(
曾
稽
太
守
王
〉
敬

則
以
、
功
力
有
能
。
悉
評
飲
矯
鏡
、
選
肇
庫
、
以
矯
便
宜
。
上
許

之
。
寛
陵
王
子
良
啓
目
、
・
:
頃
鋳
貴
物
購
、
殆
欲
粂
倍
、
凡
在
蝿

類
、
莫
不
如
蕊
。
稼
稽
難
問
、
餅
直
弘
向
。
?
今
…
概
持
動
苦
、
匹
裁

@

・

三
百
。
所
以
然
者
、
貫
亦
有
由
。
年
常
歳
調
、
既
有
定
期
。
僅
郎

所
上
、
戚
是
見
直
。
民
間
鎮
多
額
盤
、
鮮
復
完
者
自
公
家
所
受
、

必
須
員
大
。
以
南
代
一
、
困
於
所
貿
。
鞭
援
質
繋
、
盆
致
無
刷
。

臣
土
日
呑
曾
稽
。
粗
閑
物
俗
。
塘
丁
所
上
、
本
不
入
官
。
良
由
限
湖

宜
灘
、
橋
路
須
遇
、
均
夫
訂
直
、
民
自
箆
用
。
若
甲
分
鼓
壊
、
則

年
一
倍
改
。
若
乙
限
堅
完
、
則
終
歳
無
役
。
今
郡
通
謀
此
直
、
悉

以
還
憂
。
租
賦
之
外
、
更
生
一
調
。
致
令
塘
路
閥
蕪
、
湖
源
池
散
。

害
民
損
政
、
貰
此
矯
劇
。
・
:
愚
謂
、
塘
丁
一
傑
、
宜
還
復
替
、
在

所
遁
郎
、
優
量
原
除
。
凡
熔
受
鏡
、
不
限
大
小
、
白
令
在
所
、
折

市
布
息
。
若
民
有
雑
物
、
是
軍
園
所
須
者
、
聴
随
債
准
直
。
不
必

一
路
迭
銭
。
於
公
不
酷
其
用
、
在
私
質
荷
其
渥
。
:
・
上
不
納
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
も
と
も
と
民
間
で

「
自
主
的
」
に
行
っ
て

-48ー

い
た
阪
湖
の
修
理
を
官
自
ら
が
行
う
と
い
う
名
目
に
し
、
そ
の
修
理

に
要
す
べ
き
努
力
を
銭
納
さ
せ
、

し
か
も
事
責
は
修
理
念
し
な
か

っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
は
塘
丁
が
そ
の
役
の
代
り

に
納
め
た
銭
を
一
藤
郎
と
直
別
し
て
い
る
。
さ
き
の
郎
を
督
し
小
塘

を
簡
か
に
し
た
と
い
う
の
は
、
塘
丁
が
そ
の
役
の
代
り
に
納
め
た
鋳

を
郎
と
し
、
そ
の
郎
を
取
り
た
て
る
け
れ
ど
も
塘
の
修
理
に
そ
の
郎

を
用
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
南
者

は
塘
丁
が
役
の
代
り
に
納
め
た
銭
と
郎
と
の
閥
係
に
つ
い
て
相
反
し

た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
と
に
な
る
。

し
か
し

つ
ぎ
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
そ
れ
は
自
ら
統
一
的
に
把
握
で
き
る
。
王
敬
則
が
合
同
稽
太
守



と
し
て
塘
役
の
代
り
に
丁
に
鐘
を
納
め
さ
せ
そ
れ
を
官
に
入
れ
た
の

は
永
明
二
年
の
と
と
で
あ
る
が
、

乙
れ
を
契
機
と
し
て
奮
来
園
家
の

役
で
な
か

っ
た
塘
役
が
始
め
て
国
家
の
役
た
る
幹
債
の
役
と
し
て
の

性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
鏡
も
亦
郎
と
よ
ば
れ
た
。

か
く
て
永
明
二
年
以
後
塘
役
が
新
た
に
幹
憧
の
役
に
加
わ
り
、

か
も
そ
れ
が
現
買
に
郎
と
し
て
銭
納
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
そ
の

結
果
と
し
て
塘
が
こ
わ
れ
人
々
が
苦
し
ん
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
が

わ
か
る
@

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
唐
寓
之
の
甑
に
あ

と
こ
ろ
で
、

た
り
麿
尚
之
が
そ
の
根
接
地
と
し
た
銭
塘
牒
は
、
牒
民
の
生
活
上
塘

の
修
理
が
重
大
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
新
た
に
塘
役
の
代
り
と
し

て
仰
を
銭
納
さ
せ
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
郎
が
塘
役
に
還
え
き
れ
な
い

で
塘
が
こ
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
銭
塘
蘇
民
は
生
活
上
の
苦
し
み
、
不

安
を
も
っ
て
き
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
永
明

四
年
麿
宙
開
之
が
そ
の
地
を
反
凱
の
根
操
地
と
し
た
の
は
む
し
ろ
嘗
然

の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

蓋
し
、
中
央
政
府
は
郎
と
し
て
入

っ
た
鐘
の
幾
分
か
を
官
人
に
郎

と
し
て
輿
え
、
残
り
を
他
の
用
途
に
あ
て
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
以
上
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瞥
見
し
た
と
こ
ろ
か
ら
武
帝
の
良
貨
吸
い
あ
げ
に
お
い
て
ハ
塘
役
の

代
り
に
鎗
納
さ
せ
た
も
の
を
含
む

V
郎
が
極
め
て
大
き
い
役
割
を
果

し
て
い
た
と
さ
れ
よ
う
。

ζ

乙
で
ロ
問
官
と
郎
と
の
閥
係
を
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
前
引
の
南

し

済
書
滋
章
文
献
王
停
の
記
事
と
南
贋
書
王
敬
則
停
の
記
事
と
か
ら、

奮
来
曾
稽
郡
に
お
い
て
民
丁
が
土
庶
の
別
な
く

「
自
主
」
的
に
塘
役

を
保
し
て
い
た
が
、
新
た
に
そ
の
役
を
鎮
で
評
慣
し
て
郎
と
し
た
の

が
察
せ
与
れ
る
。
そ
の
際

土
も
亦
郎
を
課
さ
れ
た
と
と
が
一
臆
想

定
さ
れ
る
。

ζ

れ
と
梁
初
第
七
・
八
・
九
回
開
官
に
役
が
課
さ
れ
て
い

る
こ
と
、

つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に
、
梁
初
寒
徴
の
土
入
居
が
少
な
く

と
も
理
論
上
幹
僅
の
役
を
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ

-49一

(
奮
戸
籍
制
度
下
、
政
治
的
身
分
が
土
の
も
の
が
役
を
課
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
〉
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
揮
の
永
明
二
年
、

新
戸
籍
制
度
下
の

戸
籍
僑
濫
に
よ
る
役
人
減
少
謝
策
の
一
環
と
し

とて
、
第
七
・
八
・
九
日
間
官
が
新
た
に
幹
憧
の
役
の
封
象
と
さ
れ
た

た
だ
し
、
前
引
の
沈
約
の
上
言
に
お
い
て
は
そ
の
役
が
奮
来
幹
憧
の

役
を
意
味
し
た
雑
役
の
ほ
か
に
新
た
に
生
じ
た
役
と
理
解
さ
れ
て
い

る
、
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
ロ
叩
官
に
幹
憧
(…的
性

格
を
も
っ
役
〉
が
課
さ
れ
る
と
い

っ
て
も
、
少
な
く
と
も
現
任
官
は

そ
れ
に
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
そ
の
代
り
と
し
て
郎
を

納
め
る
と
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ハ
以
下
、
品
官
を
封
象
と
す
る
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幹
一
憧
、
郎
を
「
幹
健
」
、

「
郎
」
と
い
う
。
)

さ
て
、
梁
香
容
五
十
三
良
吏
・
沈
璃
俸
に
、
振
武
将
軍
山
陰
鯨
令

た
る
詑
璃
に
闘
し
、

牒
大
姓
虞
氏
、
千
絵
家
。
請
謁
如
市
。
前
後
令
長
、
莫
能
揺
。
自

璃
到
、
非
訟
所
遇
、
其
有
至
者
、
悉
立
之
堵
下
、
以
法
縄
之
。
鯨

南
又
有
豪
挨
数
百
家
。
子
弟
縦
横
、
遁
相
庇
蔭
、
厚
自
封
植
。
百

姓
甚
患
之
。
璃
召
其
老
者
、
震
石
頭
倉
監
、
少
者
補
鯨
僅
。
皆
挽

泣
道
路
。
自
是
槽
右
界
跡
。

詑
璃
が
振
武
将
軍
山
陰
令
で
あ
っ
た
の
は
梁
初
の
こ
と

で
、
嘗
時
の
政
治
髄
制
は
費
時
代
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。

石
頭
倉
監
は
司
燥
に
属
す
る
口
問
官
で
、
提
武
将
軍
や
山
陰
令
の
も
と

に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
右
の
「
矯
石
頭
倉
監
」
は
少
者
を
照
一
億
に

と
あ
る
。

補
し
た
こ
と
に
封
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
監
の
下
に
債
を
補

っ
て
讃
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
璃
召
其
老
者
、
震
石
頭
倉

そ
の
老
者
を
(
山
陰

つ
ま
り

監
、
少
者
補
鯨
優
。
」
は
山
陰
令
た
る
沈
塙
が
、

令
が
そ
の
管
下
か
ら
遺
る
べ
き
責
任
そ
も
た
さ
れ
て
い
た
〉
石
頭
倉

監
の
「
幹
偉
」
と
し
、
そ
の
少
者
を
山
陰
隠
の
官
衝
の
「
幹
健
」
と

し
た
の
を
物
語
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
文
で
は
山
陰
牒
に
豪
族

敷
百
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。

ζ

う
し
た
豪
族
は
そ
の

大
部
分
が
寒
徴
の
土
人
(
つ
ま
り
第
七
・
八

・
九
品
官
に
就
く
べ
き

士
人
〉
で
あ
っ
た
に
相
違
な
叩

(
の
ち
に
引
く
世
読
新
語
に
見
え

る
「
牒
諸
豪
姓
」
も
こ
う
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
J

右
に
お
い
て
、

出
溝
が
豪
族
の
老
者
と
少
者
と
だ
け
を
「
幹
億
」
と
し
壮
者
を
そ
れ

か
ら
除
い
た
と
と
は
、
壮
者
が
官
途
に
就
い
て
い
た
の
を
物
語
る
で

あ
ろ
う
。
と
れ
は
第
七
・
八

・
九
口
問
官
が
「
幹
品
種
」
の
役
の
封
象
と

な
っ
た
に
し
て
も
、
現
買
に
は
「
郎
」
を
納
め
て
そ
れ
に
出
な
か
っ

た
の
を
推
測
さ
せ
る
。

ま
た
、
右
に
お
い
て
(
た
と
え
そ
と
に
一
種

の
徴
罰
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
に
し
て
も
、
)
か
司
て
第
七

・
八

・

九
品
官
に
就
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
老
者
を
石
頭
倉
監
の
「
幹
健
」
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と
し
た
こ
と
は
、
第
七

・
八

・
九
品
官
を
封
象
と
す
る
「
幹
億
」
の

役
が
塘
役
を
幹
僅
の
役
に
切
り
か
え
る
と
こ
ろ
に
始
ま
っ
た
に
し
て

も
、
や
が
て
そ
れ
が
、
少
な
く
と
も
理
論
上
、
一
般
的
な
幹
偉
の
役

に
あ
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
の
を
霊
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
唐
寓
之
は
鐘
塘
鯨
を
そ
の
本
嬢
と
し
て
い
る
。

ζ

の
銭
塘

鯨
は
呉
郡
内
の
一
厭
で
あ
る
。
い
ま
世
読
新
語
谷
中
之
上
雅
量
第
六

の
項
の
注
を
見
る
と
、

鏡
唐
鯨
記
目
、
牒
近
海
。
震
潮
深
夜
。
牒
諸
豪
姓
、
欽
銭
雇
人
、

輩
土
矯
塘
。
因
以
矯
名
也
。



乙
こ
で
は
豪
族
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
地
方
の
人
々
か

ら
鏡
を
集
め
て
人
を
雇
い
、
以
て
塘
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

と
あ
る
。

い
る
。
こ
れ
は
曾
稽
郡
に
お
い
て
塘
を
「
自
主
的
」
に
修
理
し
て
い

た
と
い
う
際
も
、
そ
こ
に
豪
族
が
主
瞳
と
な
っ
て
い
た
の
を
示
唆
す

る。

銭
塘
牒
に
お
い
て
も
永
明
元
年
(
あ
る
い
は
同
二
年
)

ま
で

華
族
が
中
心
と
な
っ
て
塘
を

に
修
理
し
て
い
た
が

「
自
主
的
」

以
後
そ
れ
が
否
定
さ
れ
、

か
っ
郎
が
と
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。附

言
す
る
と
句
品
官
を
封
象
と
す
る
「
幹
偉
」
、
「
郎
」
は
、
そ
れ

が
現
貫
に
「
郎
」
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
現
象
的
に

役
で
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
遁
典
各
十
八
選
奉
六

雑
議
論
下
の
項
に

(
唐
)
謹
部
員
外
郎
洗
既
済
論
目
、
・
:
故
漢
王
良
以
大
司
徒
位
、

菟
鯖
蘭
陵
。
後
光
武
巡
幸
、
始
復
其
子
孫
邑
中
各
役
。

子
、
不
得
錨
戸
謀
。
而
近
代
以
来
九
品
之
家
皆
不
征
。
一宮云
。

丞
相
之

と
あ
る
の
と
少
し
も
矛
盾
し
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
が
雑
役
の
延
長

と
し
て
生
じ
た
役
で
あ
り
、

「
郎
」
は
そ
の
第
二
義
的
な
も
の
で
あ

る
と
い
え
ぬ
こ
と
も
な
い
。
出
約
の
上
言
は
そ
う
し
た
立
場
に
あ
る
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も
の
で
あ
る
e

要
す
る
に
何
れ
の
克
方
を
と
っ
て
も
そ
れ
が
反
封
の

見
方
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

⑫
 

ス
タ
イ
ン
将
来
漢
文
文
書
第
六
二
二
一
瞬
を
見
る
と
、

北
貌
の
大
統
十
三
年

〈
西
紀
五
四
七
年
〉
、

ち
な
み
に

董
冠
将
軍
劉
文
成
が
雑

一

任
役
(
本
稿
で
い
う
幹
債
の
役
)
の
謝
象
と
さ
れ
、
し
か
も
現
貰
に

は
服
役
の
代
り
の
税
租
を
納
め
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
蕩
盟

冠
将
軍
は
品
官
で
あ
る
。
(
説
書
名
百
十
三
官
民
志
九
に
は
従
第

七
品
の
上
階
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
J

と
の
際
劉
文
成
が
か
つ
て

議
冠
特
箪
で
あ
っ
た
と
い
う
の
か
そ
れ
と
も
現
に
蓋
冠
将
軍
で
あ
る

と
い
う
の
か
わ
か
ら
な
い
。
品
官
就
任
者
は
退
官
後
も
そ
の
就
い
た
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口
問
官
の
官
品
に
麿
じ
た
政
治
的
身
分
、
待
遇
を
輿
え
ら
れ
る
か
ら
、

前
者
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
嘗
時
品
官
が
雑
任
役
の
封
象
と

な
り
、
か
っ
現
貫
に
は
物
を
納
め
て
そ
れ
を
克
れ
た
ζ

と
を
物
語
る

と
さ
れ
よ
う
。
後
者
で
あ
っ
た
際
そ
れ
と
同
様
の
ζ

と
が
い
え
る
の

は
い
う
ま
で
も
な
い

c

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
そ
う
し
た
劉
文
成
が

課
丁
男
(
役
を
負
摺
す
べ
き
丁
男
)
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る。

ζ

う
し
・
た
貫
惰
は
、

E
調
的
理
解
に
お
い
て
永
明
二
年
(
西
紀

@
 

四
八
五
年
)
以
後
の
南
朝
の
様
態
と
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
.

論
を
進
め
る
と
、
唐
寓
之
の
甑
は
や
が
て
卒
定
さ
れ
た
が
、
武
帝

は
以
後
奮
来
の
政
策
の
推
進
を
さ
き
ほ
ど
の
強
引
さ
を
も
っ
て
し
な
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か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
戸
籍
偶
濫
の
改
訂
に
つ
い
て
い
え
ば
、
南
旗
門

蓄

倉
三
十
四
良
玩
之
停
に
、

至
世
祖
永
明
八
年
、
諦
巧
者
、
成
縁
准
各
十
年
。
百
姓
怨
望
。
世

租
乃
詔
目
、
夫
簡
貴
践
、
務
骨
時
卑
者
、
莫
不
取
信
於
黄
籍
。
畳
有

飯
器
濫
策
、
縞
服
非
分
。
故
所
以
澄
革
虚
妄
、
式
允
奮
章
。
然
蔓

起
前
代
、
過
非
近
失
。

既
往
之
侃
雷
、
不
足
迫
径
。
自
宋
昇
明
以

前
、
皆
聴
復
注
。
其
有
諦
役
透
彊
、
各
許
還
本
。
此
後
有
犯
、
巌

加
羽
治

と
あ
る
。前
引
の
南
史
茄
法
亮
俸
の
記
事
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戸
籍

儒
滋
が
み
つ
か

司
て
却
籍
さ
れ
た
も
の
は
、
麿
寓
之
の
凱
以
前
に
も

選
成
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
蹴
後
し
ば
ら
く
そ
の

ζ

と
が
な
か

っ
た
が
、
永
明
八
年
に
再
び
そ
れ
を
質
施
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
百
姓
が
そ
れ
を
怨
望
し
た
た
め
武
帝
が
改
め

て
右
の
詔
そ
出
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
詔
で
は
い
ま
ま
で
の
戸

籍
偶
濫
に
よ
り
速
成
さ
れ
て
い
る
も
の
(
及
び
逮
成
す
べ
き
も
の
)

そ
許
す
ば
か
り
か
、
宋
の
昇
明
以
前
は
た
と
え
偶
濫
で
あ
る
の
が
わ

か
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
曹
の
建
元
元
年

(
建
元
は
昇
明
の
つ
ぎ
の
年
続
〉
以
来
の
戸
籍
偶
濫
を
改
訂
す
る
意

(
宋
は
昇
明
三
年
ま
で
で
滅
亡
す
る
。
)

を
含
ま
せ
て
い
た
と
受
け
取
れ
る

し
か
し
大
き
い
退
歩
と
し
て
み

る
べ
き
こ
の
詔
が
出
た
以
上
そ
の
貫
教
を
期
待
す
る
こ
と
は
始
め
か

@
 

ら
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
瞥
見
し
た
よ
う
な
政
策

の
「
修
正
」
が
良
貨
H
古
鎮
の
吸
い
あ
げ
に
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
た

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が

そ
れ
は
少
な
く
と
も
四
つ
の
方
面
に
現

わ
れ
る
。

そ
の
第
一
は
、
折
租
布
一
匹
あ
た
り
の
銭
額
の
減
少
で
あ

る

(
揚
南
徐
二
州
の
州
民
は
、
各
戸
の
租
を
布
に
折
し
そ
の
布
の

牢
ば
を
一
匹
五
百
銭
の
割
で
銭
納
し
て
い
た
が
、
永
明
四
年
に
は
そ

う
し
た
際
布
を
2
一3
、
銭
を
1
一3
の
割
合
と
し
た
〉
。

五
年
以
後
に
あ

っ
て
は
、
(
揚
南
徐
二
州
を
含
む
)

ま
た
、
永
明
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「
輪
銭
庭
」

た

る
諸
州
に
お
い
て
州
民
が
租
を
布
に
折
し
そ
の
折
租
布
の
宇
ば
を
銭

納
す
る
際
布
一
匹
四
百
銭
の
割
が
永
制
と
さ
れ
た
。
と
の
質
情
は
さ

き
に
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
政
府
の
手
も
ち
の
銭
を

民
間
へ
流
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
南
罫
書
各
三
武

帝
本
紀
永
明
五
年
九
月
の
僚
に
、

丙
午
、
詔
日
、

・:
:
・
京
師
及
四
方
、
出
銭
億
高
、
擢
米
穀
綿
綿
之

属
。
其
和
償
、
以
優
陪
首
。
云
云
。

と
あ
り
、
通
奥
谷
十
二
食
貨
十
二
軽
重
の
項
に
、

費
武
帝
永
明
中
、
天
下
米
穀
布
吊
暗
。
上
欲
立
常
卒
倉
、
市
積
矯



倍
。
六
年
、
語
、
出
上
庫
銭
五
千
高
、
於
京
師
、
市
米
買
繰
綿
紋

4

絹
布
。
揚
州
出
銭
千
九
百
一
十
高
。
揚
州
理
建
業
。
今
江
寧
郡
也
。

南
徐
州
二
百
常
用
。
南
徐
州
理
京
口
。
今
丹
腸
郡
。
各
於
郡
所
、
市
躍
。

南
荊
河
州
二
百
省
向
。
南
荊
河
州
理
簿
春
。
今
郡
。
市
締
綿
紋
絹
布
米

大
姿
。
江
州
五
百
官
向
。
江
州
理
臨
陽
。
今
郡
。

市
米
胡
麻
。
荊
州
五

百
高
。
荊
州
理
南
郡
。
今
江
陵
。
部
州
三
百
官
問
。

部
州
理
江
夏
。
今
郡
。

皆
市
網
綿
布
米
大
小
豆
大
婆
胡
腕
。
湘
州
二
百
蔦
。

湘
州
理
長
沙
。

今
郷
。
市
米
布
嫌
。
司
州
二
百
五
十
古
向
。
司
州
理
汝
南
。
今
義
陽
郡
。

西
荊
河
州
二
百
五
十
高
。
西
剰
河
州
理
歴
陽
。
今
郡
。

五
十
高
。
南
湾
州
理
由
岨
陵
。
今
郡
。
薙
州
五
百
首
向
。
発
州
理
婆
陽
。
今

南
充
州
二
百

郡
。
市
絹
綿
布
米
。
使
牽
停
並
於
所
在
市
易
。

と
あ
る
。
南
薦
書
の
出
銭
の
記
事
と
遁
奥
の
そ
れ
と
に
は
一
年
の
ズ

レ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
際
別
に
重
要
で
は
な
い
。
必
要
な
の
は

唐
寓
之
の
観
後
、

た
と
え
一
度
で
あ
っ
て
も
高
額
の
銅
銭
が
政
府
か

ら
民
聞
に
放
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
三
は
、
永
明
八
年
の

銅
鎮
の
採
掘
及
び
鋳
銭
で
あ
る
。
南
費
書
晶
恒
三
十
七
劉
俊
俸
を
見
る

と
、
永
明
八
年
、
劉
俊
が
武
帝
に
啓
し
て
萄
の
南
慶
郡
で
銅
山
を
採

掘
す
る
と
と
を
す
す
め
た
記
白
事
を
の
せ
、
績
い
て
、
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上
従
之
。
遺
使
入
濁
、
鰭
銭
。
得
千
絵
古
向
。
功
費
多
、
乃
止
。

と
あ
る
。
こ
の
採
掘
、

鋳
銭
は
さ
き
の
銅
銭
放
出
と
閥
連
ゅ
つ
け
て
考

か
く
て
、
唐
寓
之
の
凱
後
、
皇
帝
、
中
央
政

府
は
民
間
の
銅
銭
そ
吸
い
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
部
分
的
に
は
そ
こ

へ
の
還
元
を
も
は
か
っ
た
の
が
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
第
四
は
唐
富
之

え
る
許
へ
き
で
あ
ろ
う
。

の
観
後
(
雑
役
と
し
て
の
塘
役
は
残
っ
た
で
あ
ろ
う
が
〉
、
塘
役
を

郎
の
封
象
と
す
る
の
が
駿
止
さ
れ
た
と
と
で
あ
る
。

南
寵
門
書
谷
七
東

昏
侯
本
紀
永
元
三
年
の
保
を
見
る
と
、
廃
帝
東
昏
俣
の
悪
政
ぶ
り
を

述
べ
、
そ
の
な
か
に
、

揚
南
徐
二
州
橋
桁
壊
丁
、
計
功
震
直
、
欽
取
見
錦
、
供
太
築
主
衣

雑
費
。
由
是
、
所
在
塘
演
多
有
閣
制
躍
。
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と
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
謹
明
と
な
ろ
う
。

(
以
後
、
管
見
の
及
ぶ
限

り
で
は
、
塘
役
が
郎
の
封
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
)

こ
こ
で
説
書
昌
也
九
十
八
島
夷
粛
遁
成
俸
を
見
る
と
、
慶
帝
欝
林
王

に
つ
い
て
、

初
、
薪
蹟
(
武
帝
の
ζ

と
)
聴
衆
錦
上
庫
至
五
億
首
向
。
粛
庫
亦
出
三
億

首
向
。
金
銀
布
白
市
総
綿
不
可
稽
計
。
至
此
歳
未
、
所
用
過
牢
c

皆
賜

輿
左
右
廟
卒
之
徒
。
及
至
鹿
賄
、
府
摩
空
輩
。
、

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
武
帝
の
と
き
た
と
え
部
分
的
な
民
間
へ
の

放
出
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
園
庫

へ
の
良
貨
吸
牧
策
が
、
決
し
て
放
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棄
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
を
示
唆
す
る
@

註① 

唐
長
明
畑
氏
が
「
視
音
戸
調
制
及
其
演
鎚
」
(
貌
膏
南
北
朝
史
論
叢
)

で
簡
単
に
郎
に
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。

雑
役
の
語
に
つ
い
て
は
稿
ぞ
新
た
に
し
て
論
ず
る
。

拙
務
、
「
南
朝
の
戸
籍
問
題
」
(
史
祭
雑
誌
第
六
十
九
編
第
八
酬
明
)
参

照。
宮
崎
市
定
氏
、
「
唐
代
賦
役
制
度
新
稿
」
(
東
洋
史
研
究
第
十
四
谷
第

四
鋭
)
・
演
口
霊
園
氏
、
「
唐
に
於
け
る
雨
税
法
以
前
の
筏
役
労
働

(
上
・
下
)
」
(
東
洋
墜
報
第
二
十
省
第
四
鋭
及
び
第
二
十
一
容
第
一

蹴
)
・
西
村
元
佑
氏
、
「
唐
律
令
に
お
け
る
雑
任
役
と
所
謂
色
役
資

認
に
関
す
る
一
考
察
」
(
施
谷
史
壇
第
五
十
政
)
・
拙
著
、
「
貌
音
南

朝
の
政
治
と
紅
曾
」
参
照
。

制
仰
の
額
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
般
に
大
き
い
負
携
と
な
っ
た

の
は
、
本
文
で
述
べ
る
と
乙
ろ
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
幹
僚

な
り
郎
な
り
の
封
象
と
な
る
役
人
の
年
令
も
不
明
で
あ
る
。

拙
稿
、
「
宋
中
期
の
新
戸
籍
制
度
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
」
(
東
洋
史
事

第
二
十
五
輯
)
参
照
。

①②  ① ⑤ ⑤ 

①⑦  

前
掲
、
「
南
朝
の
戸
籍
問
題
」
参
照
。

宮
崎
市
定
、
「
九
品
宮
人
法
の
研
究
」
・
拙
稿
、
「
膏
南
朝
の
士
大
夫
」

(
歴
史
皐
研
究
第
二
三
八
蹴
)
参
照
。

前
掲
、
「
貌
育
南
朝
の
政
治
と
祉
曾
」
参
照
。

前
婦
、
「
貌
替
南
朝
の
政
治
と
祉
禽
」
参
照
。

前
田
問
、
「
宋
中
期
の
新
戸
籍
制
度
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
」
参
照
。

前
掲
、
「
南
朝
の
戸
籍
問
題
」
参
照
。

例
え
ば
、
何
葱
全
氏
、
「
東
高
田
南
朝
的
銭
幣
使
用
奥
銭
前
市
問
題
」
(
歴

史
語
言
研
究
所
集
刊
第
十
四
本
)
・
川
勝
議
雄
氏
、
「
侯
景
の
鋭
と
南

朝
の
貨
幣
経
済
」
(
東
方
事
報
第
三
十
二
冊
)
参
照
。

拙
稿
、
「
南
朝
の
租
、
調
」
(
史
淵
第
八
十
絹
)
参
照
。

乙
の
「
匹
」
は
麻
布
一
匹
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

前
掲
、
「
貌
膏
南
朝
の
政
治
と
祉
合
同
」
参
照
。

ζ

の
文
書
を
大
統
十
三
年
と
決
定
し
た
ζ

と
に
つ
い
て
は
、
山
本
達

郎
氏
、
「
敦
燈
褒
見
計
帳
様
文
書
残
筒
(
上
・
下
)
」
(
東
洋
事
報
第

三
十
七
谷
第
二
獄
、
第
三
鋭
)
参
照
。
な
お
、
本
文
書
に
つ
い
て
の

私
見
は
別
稿
、
「
南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に

つ
い
て
」
(
史
淵
第
九
十
一
一
瞬
)
で
述
べ
る
。
蓮
田
来
の
諸
研
究
に
つ

い
て
は
同
稿
参
照
。

前
掲
、
「
南
朝
の
戸
籍
問
題
」
参
照
。
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